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① 「発達障害」と
心理臨床

共著

来談経路と主訴 単
① から見る相談の
様相

 
②
臨床的態度の育
成について～言
葉の底にあるも
のへの視点～

単

①
大 学 生 の “ 悩
み”に関する一
考察

単

②

2008 年度 奈良
大学臨床心理ク
リニック 公開
講座―「子ども
のこころの理解
と対応」第 2回
テ ー マ 「 不 登
校」の企画につ

単

③ 援助者の「無力
感」について

単

大学生の悩みの特徴について、
高校生と比較しつつ検討し、支
援の方向性を探った。p27-36

公開講座の企画について、講演
内容や参加者へのアンケート結
果をまとめ、報告を行った。
p59-61

ボランティア活動を行う学生が
抱きやすい「無力感」につい
て、主に学校支援活動を取り上
げてその意味を考察した。（印
刷中）

臨床家教育において、ノン・
バーバルなものやイメージを活
用することの有用性について、
心理療法等の事例を取り上げて
検討した。p7-13
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奈良大学学生相談室
報告書，15
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リニック紀要，創刊
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地域臨床ボランティ
ア研究会報告書，3

2009年3月

2009年3月

2009年3月

創元社2009年3月 第2章プレイセラピー・心理療法
の中の「『壊す』ことと『直
す』ことをめぐるセラピストの
感情体験について―アスペル
ガー障害の小学校低学年の男児
の事例から―」を担当。（p112-
121）

「親面接」という枠組みや公共
教育相談機関としての枠組み
が、治療を守る要素としても治
療のプロセスを妨げる要素とし
ても働きうることを論じた。
P110-123
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